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第３５回教育研究全国大会（徳島大会） 
大
会
主
題 

 
 

「  

新
し
い
時
代
を
創
造
す
る
力
を
育
む
教
育
実
践 

」 

 
 
 

～ 

高
い
志
を
も
ち
、主
体
的
・協
働
的
に
学
ぶ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

子
供
の
育
成
を
通
し
て 

 

～ 

 

八
月
四
日
（
土
）
、
五
日
（
日
）
、
Ｊ
Ｒ
ホ
テ
ル
ク
レ
メ
ン
ト

徳
島
、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
、
四
国
大
学
交
流
プ
ラ
ザ

に
て
、
教
育
研
究
全
国
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
日
目
は
、
全
国
各
団
体
よ
り
選
出
さ
れ
た
教
職
員
の
提
案
発

表
が
、
七
分
科
会
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
島
教
協
か
ら

は
、
出
雲
市
立
塩
冶
小
学
校
の
前
島
和
美
教
諭
が
、
「
主
体
性
・

社
会
性
を
育
む
機
能
的
な
生
徒
指
導
体
制
」
が
テ
ー
マ
の
第
４
分

科
会
で
提
案
発
表
を
行
い
ま
し
た
。
提
案
の
テ
ー
マ
は
『
一
人
一

人
を
支
え
る
居
場
所
づ
く
り 

～
チ
ー
ム
支
援
と
連
携
～
』
で

す
。
不
登
校
傾
向
や
集
団
へ
の
不
適
応
が
あ
り
、
教
室
に
入
り
に

く
い
児
童
に
対
し
て
、
適
切
な
支
援
や
指
導
を
行
う
た
め
の
連
携

の
あ
り
よ
う
や
取
り
組
み
の
実
際
を
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
外
国
に
ル
ー
ツ
を
持
つ
児
童
へ
の
支
援
体
制
、
支
援
体
制
構

築
上
の
問
題
点
・
留
意
点
、
Ｓ
Ｓ
Ｗ
・
Ｓ
Ｃ
と
の
連
携
の
実
際
に

つ
い
て
の
質
問
が
な
さ
れ
、
活
発
な
研
究
協
議
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
助
言
者
の
鳴
門
教
育
大
学
教
職
大
学
院
教
授
阪
根
健
二
先
生

か
ら
は
、
個
人
差
に
対
し
て
ど
う
対
応
す
る
か
、
つ
ま
り
だ
れ
が

ど
う
す
る
か
を
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
仕
掛
け
作
り
が
し
て
あ
り
、
医

者
と
同
じ
よ
う
に
チ
ー
ム
で
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
し
て
い
る
実
践
的

な
取
り
組
み
と
し
て
高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。 

 

分
科
会
に
引
き
続
き
、
助
言
者
ゼ
ミ

ナ
ー
ル
が
行
わ
れ
、
各
会
場
で
様
々
な
教

育
課
題
に
つ
い
て
最
新
の
情
報
を
基
に
し

た
内
容
の
濃
い
講
話
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

二
日
目
の
全
体
会
に
は
下
間
康
行
文
部

科
学
省
大
臣
官
房
審
議
官
を
は
じ
め
た
く

さ
ん
の
国
会
議
員
や
関
係
機
関
の
方
々
が

臨
席
さ
れ
、
全
日
教
連
の
活
動
に
力
強
い

エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。   

 

 

ま
た
、
記
念
講
演
は
「
日
本
は
な
ぜ
世
界

で
い
ち
ば
ん
人
気
が
あ
る
の
か
」
と
い
う
演

題
で
、
講
師
は
作
家
の
竹
田
恒
泰
氏
で
し

た
。
『
歴
史
の
教
科
書
に
は
書
か
れ
て
な
い

が
、
日
本
人
は
先
土
器
時
代
の
太
古
か
ら
物

作
り
の
世
界
最
先
端
に
い
た
事
実
や
、
現
在

世
界
で
最
も
古
く
か
ら
あ
る
国
は
日
本
で
あ

る
事
実
を
き
ち
ん
と
伝
え
る
こ
と
で
子
ど
も

た
ち
は
日
本
に
誇
り
を
持
つ
こ
と
が
で
き

る
。
日
本
は
歴
史
を
通
し
て
ず
っ
と
天
皇
が
国
民
を
愛
し
、
国
民
が

天
皇
を
支
え
て
き
た
か
ら
王
朝
交
替
が
な
く
２
０
０
０
年
続
い
て
い

る
良
い
国
で
あ
り
、
分
け
合
う
社
会
で
あ
る
。
そ
し
て
日
本
人
は
、

世
の
た
め
人
の
た
め
に
生
き
る
こ
と
に
歓
び
を
感
じ
る
と
い
う
和
の

精
神
が
あ
る
。
そ
の
力
で
明
治
維
新
の
時
と
戦
後
の
２
回
、
短
い
期

間
で
世
界
有
数
の
経
済
大
国
に
な
る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
「
世
の

た
め
人
の
た
め
」
と
い
う
日
本
人
の
価
値
観
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
』
と
、
た
く
さ
ん
の
事
例
を
交
え
な
が

ら
語
ら
れ
、
我
々
教
職
員
に
期
待
と
エ
ー
ル
を
送
ら
れ
ま
し
た
。 

 

参
加
者
か
ら
は
「
分
科
会
で
他
県
の
取
り
組
み
や
実
践
が
刺
激
に

な
っ
た
。
２
学
期
に
生
か
し
た
い
。
」
「
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で
は
現
場
で

生
き
る
視
点
を
い
た
だ
い
た
。
」
「
講
演
会
で
日
本
の
良
さ
、
日
本

人
の
良
さ
を
認
識
で
き
、
そ
れ
を
受
け
継
い
で
い
き
た
い
。
」
と
の

感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

七
月
上
旬
に

西
日
本
に
お
い

て
集
中
豪
雨
が
発
生
し
ま
し
た
。
全
日
教
連
か
ら
、
被
災
地
の
復
興

と
学
校
を
は
じ
め
と
す
る
避
難
所
の
運
営
、
子
ど
も
た
ち
の
学
校
生

活
や
学
習
活
動
を
平
常
に
戻
す
た
め
に
必
要
な
財
政
的
支
援
に
つ
な

げ
る
た
め
に
、
被
災
地
域
へ
義
援
金
を
送
る
と
の
要
請
が
各
単
位
団

体
に
あ
り
ま
し
た
。
島
教
協
は
役
員
・
執
行
委
員
に
よ
り
協
議
を
行

い
、
こ
の
要
請
に
協
力
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
基
金
積
立
金

の
中
か
ら
三
万
円
を
拠
出
し
、
直
ち
に
全
日
教
連
へ
送
金
を
お
こ
な

い
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
何
卒
ご
理
解
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

平
成
三
十
年
七
月
豪
雨
災
害
に
義
援
金 



島教協会員証特典のご紹介 
 

「T・ジョイ出雲」劇場売店にて 

  （ゆめタウン出雲 東館3階） 

 「島教協会員証を提示する」と 

 

売店人気ナンバー１の 

 ポップコーンセット 

      （通常７５０円）を 

  ワンコイン（500円）で 

        購入できます！ 
 ぜひ、 

  劇場売店へお立ち寄りください。 

  同伴者も同様の対応ができます。 
 

島教協相互援助規定のご紹介 
 

 ①結婚祝金の給付   ５，０００円 

 ②出産祝金の給付   ５，０００円 

 ③永年勤続祝金の給付 ５，０００円 

 ④病気見舞金の給付  ５，０００円 

     (傷病約１ヶ月の療養) 

 ⑤災害見舞金の給付 

 （住宅又は家財の損害を受けたとき 

            程度に応じて） 

 ⑥死亡弔慰金 

     （会員・会員配偶者死亡） 
 

上記の規定に該当するときは、 

  ご本人または学校代表は、 

     事務局まで連絡をお願いします。 

       （電話０８５３ー２２－７７６２） 

平成３０年人事院勧告（国家公務員）について 

 平成３０年８月１０日、人事院は、国会及び内閣に対し、国家公務員の給与及び勤務時間について勧告しま

した。  

 人事院勧告は、一般職の職員の給与について報告と勧告、一般職の職員の勤務時間についての報告と

勧告、あわせて、公務員人事管理についての報告から成り立っています。 

 人事院勧告は、即決定ではありません。 

 民間の給与月例給や特別給の支給割合と国家公務員の給与や特別給を比較し、民間給与との較差を是

正するために、国会と内閣に対して勧告するものです。今後、内閣が案をつくり国会で決定されます。 

 私たち島根県の公立学校教職員の給与等は、島根県人事委員会が県議会と知事に対して行う「職員の

給与等に関する勧告」に基づき改定されます。また幼稚園職員の給与等は、市町村ごとに改定されます。 

 国の人事院勧告は、地方の人事委員会勧告や給与改定の指標ともなっています。 

 島教協は、今年度も島根県人事委員会に対して、給与改定を始め、勤務条件等の改善についての要望を

行う予定です。 

 今年の人事院勧告の骨子は次のとおりです。 

月例給、ボーナスともに引上げ （５年連続） 

①月例給  民間給与との格差 ０．１６％を埋めるため、俸給表の水準を引上げ 

   俸給表の水準は、４００円の引き上げを基本に改定（平均改定率 ０．２％） 

   初任給は、１，５００円引き上げ 

   若年層についても１，０００円程度の改定    

②ボーナス  ０．０５月分を引上げ 民間の支給状況等を踏まえ勤勉手当に配分 

   平成３０年度   １２月期  勤勉手当０．９５月（現行０．９０月） 

   平成３１年度以降  ６月期 勤勉手当０．９２５月 

             １２月期 勤勉手当０．９２５月 

③実施時期   月例給  平成３０年４月１日 

        ボーナス 法律の公布日 

新会員加入助成のご紹介 
 
① 新規に会員が加入された場合 

 単組・支部と学校にそれぞれ 

２，０００円（講師は５００円）の

加入助成金を支給します。 

 

② 勧誘活動の助成 

 学校や専門部会において、新規に

会員を勧誘するための茶話会等を行

われる場合は、その経費の一部を助

成します。 

 島教協事務局までご相談ください 

 

こんな制度も利用して、 

新会員を増やしていきましょう！ 

全日教連署名活動 協力のお願い 

 全日教連は、教育専門職として、日本の将来を担う子供たちへの教育に従事する私たち教職員の願いを

政府及び国会に伝えるために、本年度も署名活動を実施することになり、島教協はこの活動に協力するこ

とにいたしました。 

 各小学校・中学校・幼稚園の代表者宛に、署名のお願いを送付いたしました。 

 リーフレット・署名簿をご覧の上、主旨に賛同していただける多くの方々の署名をお願いします。 

 会員以外にも署名をしていただけます。また家族の方にも理解していただける良い機会です。 

 全国から集められた署名簿は、内閣総理大臣と衆議院議長に提出されます。 

 会員お一人につき、水色と桃色の２種類の署名簿に５筆（５人分）の署名を集めましょう。 


